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研究成果の概要（和文）：日本語の指示詞の現場指示用法について、主に九州、長崎県、台湾台北市での調査を
行い、空間認識の違いを明らかにした。さらに、現場指示用法との関連を見るために、直示用法のひとつである
とされる記憶指示の用法の違いを調査し、標準語との違いを明らかにした。この研究により、現代日本語の、特
にソの使い方に変化が現れ始めていること、記憶指示においては従来の研究でいわれていることに加え、感情的
な要因が使用の可否に影響を与えることなどが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This research investigated how the use of Japanese demonstratives varies, 
depending on the social and the geographic factors. According to the experiments we had in Nagasaki 
university and Okayama university in 2014 and 2015, we discovered that their dialects affect to some
 extent the use of "So"-series demonstratives especially. We also studied the use of "a"-series 
demonstratives used in memory use. Our investigations strongly suggest that the "direct experience" 
is not needed as strongly as the previous studies have claimed. Instead, some kind of emotional 
factors of a speaker affect the selection of demonstratives in such dialects mentioned above.    

研究分野：日本語学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 指示詞の使用には、標準語では見られない
特異な用法が様々見られる。本研究では特に
九州地方の方言について、経験したものでは
ない情報に対してア系指示詞で指せるのは
なぜなのかということを、方言学、歴史学、
理論的な考察を融合的に行うことを目指し
た。 
 
 
２．研究の目的 
 指示詞の使用について、これまで標準語で
言われていたことがどれほど方言に適用可
能なのか、また適用可能でないとすれば方言
はどのような指示詞の様相を呈するのか、そ
してそれはどのような制限や意味体系をも
って使用されているのかを精査するため。 
 
 
３．研究の方法 
 アンケート調査と実験的手法による。 
 
アンケート調査は、主に統語的な条件（主語
位置かそうでないか）、意外性、親近感、文
のタイプ（属性叙述文なのか、事象叙述文な
のか）などを調べるために、各項目ごとに例
文を作成し、それぞれの例文において、どの
指示詞が使用できるかを選択式で問うてい
る。 
 
実験は、同じような条件の教室に同じ席、同
じ配置に被験者を座らせ、それぞれの着席位
置に置かれているクリアファイルを、被験者
がどの指示詞を用いて指すかを記録したも
のである。 
 
 
４．研究成果 
 大きく 2つのことを明らかにした。一点目
は、現場指示の指示詞については方言によっ
て、特にソ系指示詞の使用のされ方に違いが
あること。岡山の被験者においては聞き手の
周りの領域にもア系指示詞が用いられる傾
向が、他の地域の被験者より顕著である。こ
れらの要因については今後の研究により明
らかにされなければならないであろう。 
 
二点目はその違いと関連するかもしれない
が、記憶指示のアの使用のされ方に方言によ
って違いがあることである。具体的には、こ
れまで経験を基盤として成立するとされて
きた記憶指示のア系指示詞が、必ずしも経験
していなくても使用できるような方言が存
在し、そのような方言では経験の代わりに意
外性や親近感といったモーダルなファクタ
ーが使用の認可に関わる可能性を示唆した。 
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